
 

「これが東中の生きる道」             

校長 倉本 敦 

夏休みも終わりに近づいてきました。静

かだった校舎に、もうすぐ生徒たちの元気な声が戻

ってきます。私たちひがし学園の教職員は、その再会

を心から楽しみにしています。 

この夏、私はある卒業生のことを思い出しました。

その生徒は、私が初めて校長として赴任した下関市

の中学校で出会った生徒です。当時から身長は 180

㎝を超えており、私の第一印象は、「体格のええ生徒

じゃの～」でした。少し荒ぶってはいましたが、照れ屋

な一面のある笑顔のステキな生徒でした。そして、

「野球命の野球大好き少年」でした。しかし、在学中は

決して順風満帆ではありません。学校生活では様々

な課題があり、多くの先生方に心配をかける生徒で

した。校長室で熱く指導したこともあります。その一

方で、義理人情を大切にし、人への感謝を忘れない

心を持ち合わせている生徒でもありました。そんな彼

に対して○○中学校の教職員は、何度も声をかけ、時

には厳しく、時には温かく寄り添いながら、その成長

を信じて関わり続けていました。 

やがて彼は、県外の高校へ進学し、努力を重ね、プ

ロ野球の育成選手としてドラフト指名を受けました。

その知らせを聞いた私はうれしくなり、お祝いのメー

ルを送りました。その返信には、「自分はすごく迷惑

をかけてばっかりの生徒でした。あきらめられても見

捨てられても当然だと思っていました。しかし、校長

先生や○○中学校の先生方は、こんな問題児の僕を

見捨てることなく、ご指導いただきました。先生方か

らの温かいご指導は一生忘れません。なので、プロに

なるという形でひとつ恩返しができたのかなと思い

ます。見捨てることなく指導していただいた先生方に

は感謝の気持ちしかありません。サインができ次第送

らせてもらえたらなと思っています」というメッセー

ジが綴られていました。 

  胸が熱くなりました。私たち教師は、

目の前の生徒の将来をすべて見通せ

るわけではありません。指導がすぐに

成果となって表れることは、ほんのわずかだと思いま

す。それでも、「生徒を信じて関わり続ける」、「あきら

めない」「決して見捨てない」その積み重ねが、いつか

生徒の人生を支える力になることを、彼が教えてく

れました。そして今年、彼は新たな挑戦として独立リ

ーグへの派遣選手としてプレーしています。華やかな

世界の裏側には、想像を超える苦労や挫折があるこ

とでしょう。それでも夢を追い続ける姿に、私は大き

な勇気をもらいました。「最後まであきらめない」、

「どんな状況でも前を向く」その姿は、まさに私たち

大人が子どもたちに伝えたい生き方そのものです。

近い将来、彼が一軍の舞台で活躍することを信じて

やみません。 

私から地域の皆様や保護者の皆様にお伝えしたい

ことがあります。「東中学校は、決してあきらめませ

ん」たとえうまくいかなくても、何度つまずいても、

悔しさや戸惑いから感情を露わにしてはぶてたとし

ても、その姿だけで生徒を判断することはありませ

ん。私たちは最後まで生徒を信じ、決して見捨てませ

ん。生徒一人一人には、必ず良さがあり、可能性があ

り、未来があります。その可能性を信じ抜くこと。そ

れが東中学校の生きる道です。それが私たちの覚悟

です。 

２学期には体育祭や文化祭をはじめ、多くの学校

行事があります。うまくいくこともあるでしょうし、う

まくいかないこともあるでしょう。しかし、その一つ一

つが成長への大切なステップです。今年度の生徒会

スローガンは、「Fly ～次のステップへつなげる～」

です。今より少し高く飛ぶ。 今までの自分を少し超え

る。 仲間とともに「最高の景色」を見る。そんな２学

期にしてほしいと願っています。東っ子なら、きっと

実践してくれると本気で信じています。 

  私たち教職員も、生徒たちに負けないように挑戦

し続けます。最後まであきらめない。 最後まで関わ

り続ける。 最後まで信じ続ける。そんな東中学校の

２学期が始まります。保護者や地域の皆さまにおかれ

ましても、「東っ子」の成長を、温かい気持ちで見守っ

ていただけたらと思います。私も、校内では、相棒で

ある「コロコロ」と「え～じゃ～ノート」、 校外では「ブ

ラブラグッズ」を片手に、「東っ子と教職

員」、そして、「東っ子のふるさと」をブラブ

ラしながら笑顔で見守ってまいります。 

 東中だより 
     令和８年８月 28 日発行 
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校長のつぶやき 



地域の中で、子どもは育つ！(土曜夜市)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの部会で熟議をしました！(ひがし学園合同研修会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東っ子たちが各種ボランティアとして活躍
した土曜夜市が終わりました。私も教頭とし
て初めて参加したのですが、「活気があり、熱
いお祭りだな」といった印象を受けました。地
域の大人たちが自らの手で、自分たちの町を
盛り上げる。そこに東っ子を始め、多くの人々
が参画する様子を見て、「地域愛」を育んでい
ただいているなと思いました。また、東っ子た
ちは、吹奏楽部の演奏やよさこいへの参加。出
店ボランティアや光るスライムづくりワーク
ショップの運営等を行いました。地域の方々
にお話を伺うと「子どもたちがよく頑張って
くれて本当に助かります」といったお褒めの
言葉をいただきました。以下に、ボランティア
生徒の感想を掲載します。ご覧ください。 
・知らないお子さんや保護者の方々と関わること
で、人と人とのつながりの温かさを感じることがで
きました。さまざまな人と話したり、運営のみんな
で協力したりすることができて、とても楽しかった
です。 

８月６日（木）、「ひがし学園合同研修会」にお

いて、熟議を実施しました。小瀬小・東小・東中

の児童生徒、地域の方、教職員が３つの部会に

分かれ、各部会において次のようなテーマで話

し合いが行われました。 

学びの部会：よりよい道徳授業のあり方について 

こころの部会：あたたかい言葉を増やしていくための取組 

からだの部会：健康行動を進んで実践していくための取組 

熟議では、小・中学生たちが、地域の大人た
ちや教職員と和気あいあいと話す姿をみて、素
直に、うれしい気持ちになりました。熟議の成果
は様々ですが、「年齢や立場が違うもの同士が
じっくり、話すこと」で東っ子たちの学びや心
の成長につながりました。ご参加いただいた皆
様、ありがとうございました。今後とも本校教育
へのご協力をお願いします。 

｢土曜夜市ボランティア｣ 

達成感！充実感！ 

そして多くの笑顔が 

あふれました(^_^) 

2026/9/1 行事等 給食

1日（火） 専門委員会　校納金口座振替日 ○

2日（水） 企画委員会、運営委員会　※部活動中止 ○

3日（木） ○

4日（金） 東中あいさつ運動 ○

5日（土）

6日（日）

7日（月） 生徒集会 ○

8日（火） ○

9日（水） 校内研修(道徳） ○

10日（木） ○

11日（金） SC来校日(午後) ○

12日（土） 岩国地区新人大会①

13日（日） 岩国地区新人大会②

14日（月） ※体育祭練習期間部活動中止～当日まで ○

15日（火） ○

16日（水） 職員会議　学生の学校体験（１名）～25日 ○

17日（木） SC来校日(終日) ○

18日（金） 体育祭予行 ○

19日（土） 岩国地区新人大会③

20日（日）

21日（月） ※敬老の日

22日（火） ※国民の休日

23日（水） ※秋分の日

24日（木） ○

25日（金） 体育祭前日準備　★テスト発表 ○

26日（土） 体育祭 弁当

27日（日） ２６日（土）が登校日の場合　（４５分３校時　弁当不要） ×

28日（月） ※振替休日

29日（火） 弁当

30日（水） ★部活中止（～10/5）　専門委員会 ○

令和8年９月行事予定

熟議も発表も 

盛り上がりました！ 


